
■議案第３４号 四万十町景観条例の一部改正について 

【要旨】 

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律」（地域主権改革一括法（第２次））が平成２３年８月３０日に公布され、

平成２４年４月１日から同法第１５８条の規定による改正景観法が施行されます。 

 このことにより、景観法を引用している四万十町景観条例第１０条について改正を

行おうとするものです。 

 

【改正の内容】 

 景観法の改正により本条例が引用する条項を修正します。 

 

【新旧対象表】 

○四万十町景観条例（抜粋） 

改正後 改正前 

（届出を要しない行為） 

第 10 条 前条の規定は、次に掲げる行為につ

いては適用しない。 

(１)～(３) （略） 

(４) 景観計画に法第８条第２項第４号ロ

に掲げる事項が定められた景観重要公共

施設の整備として行う行為 

(５) 景観重要公共施設について、法第８

条第２項第４号ハ(１)から(６)までに規

定する許可（景観計画にその基準が定め

られているものに限る。）を受けて行う行

為 

(６)～(９) （略） 

（届出を要しない行為） 

第 10 条 前条の規定は、次に掲げる行為につ

いては適用しない。 

(１)～(３) （略） 

(４) 景観計画に法第８条第２項第５号ロ

に掲げる事項が定められた景観重要公共

施設の整備として行う行為 

(５) 景観重要公共施設について、法第８

条第２項第５号ハ(１)から(６)までに規

定する許可（景観計画にその基準が定め

られているものに限る。）を受けて行う行

為 

(６)～(９) （略） 

 


